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MUFGの取り組み方針 － デジタライゼーション推進体制 

イノベーションを担う組織の変遷 

IT事業部 
• インターネットバンキング・ 

モバイル等の新サービス開発 
• 新技術の金融への活用 

00年7月 

デジタル 
イノベーション 
推進部 

• オープンイノベーションの推進、
組織のグローバル展開 

• MUFG全体のイノベーション 
を推進する組織へ 

15年5月 

デジタル企画部 

• CDTOの新設 

• 組織全体のデジタルトランス
フォーメーションを担う役割 

• 社内外からの更なる人材登用 

17年5月 

イノベーションラボ 

海外イノベーション
オフィス 

• 既存業務の制約を 
打破する挑戦 
→ JDDを設立（17年10月） 

• SF、NY、SGP、 
LDN（17年夏） 

16年1月 

NEW 

１．組織体制と変遷 
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２．MUFGにおけるRPAインキュベーション 

様々なPoCを実施 パイロット基盤において 
先行案件の実装（約20案件） 

2014/3 
第1号案件のリリース 
（システムインテグレーション） 

 検討開始当初は、簡易的システム開発手法としての活用を模索。様々な活用形態でPoCを実施。 

 2014年、国内外の拠点・事務センターに残る手作業を対象とした事務生産性向上プロジェクトとして施策化。 

 商銀ではデジタル企画部中心のユーザー開発でノウハウ蓄積後、本格展開に向けて徐々にシステム本部による内製化へ。 
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【商銀の体制遷移】 

要件 

開発 
デジタル企画部 

デジタル企画部 

システム本部 

デジタル企画部 

システム本部 

2016年度 2015年度 2014年度 2013年度 2017年度 



書類 
受付 

住宅ローン 
書類一式  

営業店 

書類送付 

事務センター 

保険会社 

団信書類 
の抜出 

団信書類 
の点検 

実行明細と 
書類一覧の突合 

送付票 
作成 

発送 
準備 

事務センター 

完了 
保管 

書類送付 
Csv 

 

３．パイロットプロジェクト  
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点検結果 
確認 

Scan 

Excel 

実行明細 
還元 

 事務センターの住宅ローン 団体信用生命保険申込書の点検業務でOCRと組合せたRPAをパイロット導入。 

 ①書類の記入不備確認（日次）、②実行明細と申込書との内容・件数の突合（月次）、③突合の結果、不
一致明細を保険会社に連絡する「送付票」作成（月次）、の3業務を自動化 

4 

Excel 
月 

次 
 

日 

次 
 

Bank 

申込書 

申込書 

送付票 

RPAテクノロジーズ社 BizRobo! 



４．ロボットの種類と適用範囲の拡張 
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Robot 
Server 

Web 

Execute 
App 

Web 

Execute 
App 

Browser 

Browser 

デスクトップ 

Execute 
App 

Web Crawler RDA RPA 

Application 
Server 

仮想デスクトップ 
 

Execute 
App 

Runtime 

仮想デスクトップ 

Execute 
App 

Runtime 

デスクトップ 

Execute 
App 

 当行パイロットフェーズにおいては、Web Crawler型のロボットを利用。 

 Web Crawler型は、デスクトップが不要であり、スケールが容易であるが、Web以外のアプリでは活用は限定的。 

 現在は、ロボットの活用領域を広げるためデスクトップ稼動型ロボットも実用化し、それぞれの特性を生かしたハイブリッド
な適用を実施。 

デスクトップ不要。サーバー上で稼
動するため管理性も高い。 

従来のマクロの進化型。デスクトップ
で稼動。 

RDAの管理性を高めたもの。
サーバーでコントロール、モニタリン
グが可能。 

嘗てWebCrawlerであったKofax社 Kapowは、 
新機能（Device Automation）を追加することでRPAに対応 

RDAはサーバー管理機能を拡張しRPAに対応 

RPA先駆者として知られる
BluePrismは、もともとRPAの思想 

主要RPA 
製品の 
変遷 

パイロットフェーズ 2016年末追加 2017年対応 

※日本名： 
  BizRobo!（RPAテクノロジーズ社） 



５．ロボットの選択チャート 
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対象 
システム 

Web/Excel 

MF・CS/S・仮想環境 

ユーザー 
部内保守体制 

無 

RDA 

有 

無 

エラー時の 
人対応 

有 

可 

RPA(ミッションクリティカル仕様） RPA 

要件 

無 

有 

専用端末 
No 

Yes 

困難 

通常の 
システム開発 

通常開発 

厳格な 
時間制約 

人との 
共存操作 

 原則として、主のRPA技術で統一し適用。以下条件により他技術（製品）の
適用も許容。 

 専用端末または人との同一デスクトップでの共存操作がある業務は、ユーザー部内の
保守体制が確保できることを条件に、RDAを利用。 

 SLA要件の厳しい業務には、ロボットプロセスの多重化等の仕様を組み込んで対応 



MUFGグループ会社 

海外 

国内 

6．更なるRPAの展開 
7 

               ④  
 
 
 

単純 

複雑 

メジャー ニッチ 

③ 
 
 
                 ② ① 

RPA推進のプロセス 

①主要業務を優先的にRPA化、実績を示して認知度を高める。 

②ニッチ（少量多品種）領域のRPA化。 

③他の技術との複合的利用が必要な案件（複雑）へ拡張。 

④システム化が不採算とされていた複雑かつニッチ領域への適用。 
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 国内に主軸を置きつつも、海外、MUFGグループ会社も並行してRPAの展開を加速。 

 国内は、主要業務で活用。認知度を高めた上で主要業務から少量多品種にも順次アプローチ。 

 続いて海外業務への活用を拡大。同時にノウハウ共有等、MUFGグループ会社間のシナジーの最大化を狙う。 

MUFGグループ各社でもRPAを推進中。 
ノウハウの共有、グループシナジーのため各社との連絡会を発足。今
年11月から開始予定。 

海外は一部領域で活用開始。 
今後は、グローバルでのガバナンス、開発体制を
整え展開領域を拡大予定。 



7．大規模展開に向けた課題 
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 RPAの活用をさらに加速させるために必要な当面の課題と検討事項は以下3点。 

■体制強化 

■ガバナンスの確立 

■ケースマネジメント（BPM）との連携 

 RPAと連携するBPM（Business Process 
Management）導入 

 標準的なプラットフォーム化検討 

 BA（業務分析）ができる知見者は行内外から募集 
 開発パートナーの育成も含めた開発体制の拡張 
 グローバル体制の整備 
 開発力・ノウハウの集約による開発効率化 

 AML・コンプライアンスに関する影響チェック体制の整備 
 業務/ロボットのブラックボックス化を防ぐための業務フロー、

ロボットのライフサイクル管理、ロボットに対する業務属性
情報のリポジトリ構築 

 技術ナレッジの蓄積 

End to Endの大規模な業務を効率化するプロ
ジェクトでは、プロセスや、人とロボットのタスクも管
理できるケースマネジメントとRPAの組合せが必要。 

国内外にてRPA活用の需要が高まる中、 
開発体制の一層の強化が必要 

業務/システム/規制等、稼動後に生じる種々の
変更にタイムリーに対応し、リスクを極小化するス
キームを確立する必要有り。 

課題１ 

課題2 

課題3 



8．ガバナンスの確立① 
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画面投影のみとなります。 



8．ガバナンスの確立② 
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画面投影のみとなります。 



9．RPA導入案件一覧 
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画面投影のみとなります。 



10．MUFGの取り組み方針 － デジタライゼーションとイノベーション 

イ
ン
パ
ク
ト 

時間軸 

 

 

Reform 

Improve 

諸届電子化 

店頭オンライン化 

事務のSTP化 

ペーパーレス 

AI 

データ利活用 

未来型店舗 

外部知見 

公募アイデア 

外部知見 

Disrupt 

               デジタライゼーション             イノベーション                       
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Mitsubishi UFJ Financial Group 

Digital Transformation Division 

2-7-2 Marunouchi  JP Tower 

Chiyoda-ku, Tokyo JAPAN 100-0005 
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